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常 の 食 生 活 で は 野 菜 を 種 々 に 調 理 す るが、 野 菜 の 物 理I･ 化 学 的 特 質 と、 そ れに

法 と の 関 係 に つ い で は、 ほ と ん ど そ の 研 究 例 を み な い。 そ こ で 消 費 者 の 立 場か

関 係 づ け る こ と を 試 み、 こ れ ま で キ ュウ リ ・ キ ャ ベ ツ ・ ダ イ コ ン ・ ニ ンジ ン に

を 加 え て き た。 栽 培 の 品 種 別 に 調 理 法と の 関 係 で 捉 え る の が 望 まし く 思 わ れる

は 一 品 種 の 栽 培 期 間 が 短 い こ と や、 栽 培 条 件 に よ っ て 品 質 に 相 違 を 生 ずるこ と

理 法 に あ う カ ボ チ ャ の 品 質 像 を 描 く こ と に よ り 品 種 改 良 に 役 立 て れ ば と 考え た。

料 の カ ボ チ ャ は 品 質 の 違 い を 考 慮 し て、 ５ 種 を 選び、 各品 種 と も 熟 度 を 未 熟、

検 討 し た。 こ れ ら の 試 料 を 蒸 し 物、 和 風 煮 物、 天 ぷ ら、 ム ニ エ ル、 ポ タ ージ ュ、

に 調 理 し、 各 々 の 嗜 好 を 評 点 法 に よ る官 能 検 査 に よ り 評 価 し た。 官 能 検 査 の項

（ 皮･ 果 肉 ）、 香 り、 味（ 甘 味・ 旨 味・ カ ボ チ ャ 臭 さ ）、 テ ク スチ ャ ー（ 皮、

果 肉 の バ ラ ン ス） と し、 そ こ で 得 ら れ た 評 点 か ら カ ボ チ ャ の 良 否を 描 写し た。

スチ ュ ロ メ ー タ ー に よ る 測 定 及び 成 分 の 測 定 を 行 っ て 客 観 的 な デ ー タ ー とし た。

ボ チ ャ の 総 体 的 な お い し さ は、 外 観、 香 り、 味、 テ ク ス チ ャ ー の い ず れの 要因

関 が み ら れ た。 官 能 検 査 の 結 果 を 三 元 配 置 の 分 散 分 析 を し た 結 果、 調 理 法 間及

に は1 パ ー セン ト の 危 険 率 で 有 意 な 差 が み ら れ た が、 未 熟、 完 熟 の 間 に は 差 が み

っ た。 調 理 法 で は 和 風 煮 物、 ポ タ ー ジ ュ、 品 種 で はmaxima 種 が 好 ま れ た。 一 方好

っ たmoschata 種 はmaxima 種 に 比 ぺ、 水 分 が 多 く、 又、 テ ク ス チ ュa    メ- タ ー によ

数 値 が 大 き く1 パ ー セ ント 危 険 率 で 有 意 な 差 が み ら れ た。
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